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Ⅰ．研究分野 

Macroeconomics 
Ⅱ．研究分野（英語表記） 

Macroeconomics 
Ⅲ．修士課程学生の履修要件 

中級以上の計量経済学の知識を持っていること、上級マクロ・ミクロ経済学で共に B 以上の

成績を納めていること。 
修士論文で行いたい研究の方向性について説明できること。 

Ⅳ．選考期間および方法 
履修登録前に事前に E メールでアポイントメントをとり、個別に面接を受けること。 

Ⅴ．指導方針 
学生が自身の研究を発表し、フィードバックをもらい、研究をシステマティックに自分で進

めていけるようになるためのトレーニングを行います。 
具体的には、毎週 A4／1 枚に研究の進捗をまとめて報告してもらいます。その上で、学期に

二回以上複数の教員がいるもとで発表してもらいます。より詳細な方針は下記のリンク先の

ドキュメントに記しています。参照してください。 
わたしが指導できるのは応用マクロ経済（あるいは特定の応用を念頭においた理論分析）だ

けになります。応用経済分析がどういったものかはシャピロ教授のスライドをご覧ください。 
https://scholar.harvard.edu/files/shapiro/files/applied_micro_slides.pdf 

Ⅵ．博士後期課程学生の履修要件 
「上級マクロ経済学 A 以上」かつ「上級ミクロ経済学、上級計量経済学で B 以上」。 

Ⅶ．共同開講者に関するメモ 

研究所講師高山さんと共同開講します。 
Ⅷ．詳細リンク先 URL 

https://docs.google.com/document/d/1xKRfIulr01FtesP_nI6DKR9GFpx3RWgTUdtaMVu_-y8/edit# 
 
 
 
 
 
 
  


